
橋梁の耐震設計支援ｼｽﾃﾑ ＥＡＲＭＥＳＴ バージョンアップ

Ver. 7.1 【2012/8  ﾘﾘｰｽ】

■ 「実固有値解析時の剛性」で免震支承（バイリニア型）は

等価剛性として評価する機能を追加

■ 地域別補正係数の変更

Ｈ２４道示対応

■ 地震時保有水平耐力法のレベル２タイプⅠ地震動の変更

■ ＲＣ断面の非線形特性計算の変更

■ 塑性ヒンジ長計算式の変更

■ 物性値自動算定で P-δ曲線 →  M-θ曲線に変更

■ 安全係数の変更

■ コンクリート未充填の矩形鋼脚のM-φ曲線の変更

■ コンクリート充填鋼橋の残留変位算出式の変更

■ 節点数の上限値を大幅拡張

・フル機能版 ： 3000 → 9999 ・Ｌｉｔｅ版 ： 800 → 3000

■ せん断耐力の自動計算機能を追加 （動的解析、ﾌﾟｯｼｭｵｰﾊﾞｰ解析）

■ 動的解析の照査の入力、および照査項目の強化

機能改良

■ プッシュオーバー解析の照査項目の強化

せん断耐力、破壊形態、地震時保有水平耐力、残留変位を追加

過去のレベルアップ

Ver. 6.4 【2007/07 ﾘﾘｰｽ】
■ RC任意断面のM-φ算定機能を追加

■ 基礎バネテーブルの表形式入力を追加■ 節点番号、要素番号を５桁(1～99999)に拡張

Ver. 6.7 【2011/12 ﾘﾘｰｽ】
■ オイレス工業株式会社の“ＢＭＲ(ＣＤ)ダンパーモデル”を追加

■ CSVファイル出力を追加（M-Φ特性、初期応力、振動特性等）

■ 作図で３波平均及び各波形毎の同時処理機能を追加■ プッシュオーバー解析の曲げ照査の判定にＭ－φ部材による

判定を降伏曲率、終局曲率、許容曲率で選択可能

■ 「Rayleigh減衰の取扱」で免震支承（バイリニア型）は

等価剛性として評価する機能を追加

Ver. 6.6 【2010/01 ﾘﾘｰｽ】

■ 非線形スケルトン特性の剛性低下型バイリニアモデルの任意入力を追加

Ver. 6.5 【2008/11 ﾘﾘｰｽ】
■ 物性値自動算定機能：杭基礎の種別係数の算定機能にＨ１４道示の杭種別を追加

■ 非線形動的解析において地震時の基礎地盤バネ反力に初期応力時の反力を加算

■ 非線形動的解析時で塑性ヒンジのせん断力を隣接する梁部材のせん断力の平均に変更

■ 柱構造をM-θで計算する場合、塑性ヒンジの上側に隣接する梁部材の軸力を作用軸力に変更

■ kh～δの水平震度計算を荷重／総重量から載荷係数に変更

■ 計算書のＲａｙｌｅｉｇｈ減衰図で点の大きさを有効質量で表示し、選択モード次数を追加

Ver. 6.3 【2006/09 ﾘﾘｰｽ】
■ H14道示の巻末資料のバイリニアＭ－θモデルの作成を追加

■ 要素別Rayleigh型減衰の作成を追加

■ 背面土の算出（物性値自動算定）に

BH=Be（≦√BeLe）のBe≦√BeLe判定を追加

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ

入力地震動図（H23年東日本大地震）

物性値自動算定 作成画面

ＮＥＷ

■ SI単位系のみの取り扱いに変更しました。
従来単位系への変換、および従来単位系での計算が出来ません
ので注意願います

その他



２次元ＦＥＭ地盤解析支援 ＡＦＩＭＥＸ－ＧＴ バージョンアップ

Ver. ６.2 【2012/4 ﾘﾘｰｽ】

【基本システム】
■ 報告書形式の帳票出力(EXCEL)機能

■ 画面のマウスズームや手のひら移動ツールの搭載

モデル図、コンター図、報告書形式の帳票出力図

【圧密解析】
■ 梁要素断面力のＣＳＶ出力機能
■ 評価支援のグラフ表示領域変更機能
■ 梁要素のピン結合対応
■ 変形図の実寸表示機能

【地盤変形解析、動的解析】
■ NEXCO ｢設計要領第一集 土工編 第６章 高盛土・大規模盛土｣(2009年7月) に対応

【地盤変形解析、圧密解析】
【地盤変形解析、圧密解析、液状化残留変形解析】

■ 梁要素の Ｉ 端側節点・Ｊ端側節点を指定する機能

【浸透流解析】
【液状化残留変形解析】

Ver. ６.1 【2010/9 ﾘﾘｰｽ】

【地盤変形解析、圧密解析・動的解析・液状化残留変形解析】
■ 変位図においてマウスでクリックした節点の変位量を

ステータスバーに表示する機能を追加

【地盤変形解析】
■ バネ要素機能を追加

【液状化残留変形解析】
■ コンター図の色分けをメッシュ単位とする機能を追加

ALID手法による堤防の解析と河川構造物の耐震設計支援ｼｽﾃﾑ
ＲＩＶＥＲＵＳ レベルアップ

Ver. 2.4 【2012/4 ﾘﾘｰｽ】

コンター図＆モデル図＆物性値自動算定図■ 変位図において､マウスでクリックした節点の変位量を
ステータスバーに表示する機能を追加

■ 変位図中の物性値および梁要素の色分け機能を追加
■ ・コンター図の色分けをメッシュ単位とする機能を追加

■ RC断面の矩形形状の場合の中空部の上限を９９個に拡張
■ RC断面の小判 II型について、矩形の中空部を考慮
■ RC矩形断面の鉄筋定義の列数の制限を９９列に拡張
■ 端堰柱、背面土の土圧および受動側抵抗バネ（P～δ）の

計算を追加
■ 土構造物連携計算において、杭支持樋管の場合に杭頭

結合条件の指定が可能
■ 塑性ヒンジテーブル定義で、正側のせん断耐力と負側の

せん断耐力の入力が可能

ＳＲＩＳＴ

ＧＲＩＳＴ

ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ

Ver. ６.3 【2012/8  ﾘﾘｰｽ】
ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ

【動的解析】
■ Ｈ２４道示対応 （入力地震動に対応できるよう制限値を拡張）


